平成２２年８月９日
生活文化局
「浄水器の点検とお掃除を無料でします」等と告げて高齢者宅を

訪問し、浄水器を勝手に取り換え、契約を迫っていた事業者に
業務停止命令（６ヶ月）～埼玉県と同時処分～
	本日、東京都は、「浄水器の点検とお掃除を無料でします」等と告げて高齢者宅を訪問し、浄水器を勝手に取り外し、新しい浄水器に付け換え、強引に売買契約の締結を迫る等違法な取引行為を行っていた事業者２社に対し、特定商取引に関する法律（以下「法」という。）第８条に基づき６ヶ月間業務の一部を停止すべきことを命じました。
なお、今回の処分は、事業者の本店が所在し、同様の被害が多い埼玉県と合同で実施しました。


１  事業者の概要
	事業者名
	株式会社日本クリエイト
	株式会社日本インベストメント

	代表者名
	　　代表取締役　横山　隆一

	本店所在地
	　　埼玉県蕨市塚越一丁目７番４号　蕨ステーションビル６階

	設立
	　　平成１４年１０月１８日
	　平成１７年８月４日

	業務内容
	　　浄水器等の訪問販売

	契約件数
	　　約５７０件（H21.１～H21.12）

	売上高
	　　約１億７，８１３万円（H21.１～H21.12）　　　　　

	従業員数
	　　２０名（代表者含む）


　　　　　　　　　　　　　　 

２　東京都における事業者に関する相談の概要（平成２２年７月３０日現在）

· 苦情相談件数
	　　　　
	１７年度
	１８年度
	１９年度
	２０年度
	２１年度
	２２年度
	合　　計

	日本クリエイト
	１９
	８
	７
	２８
	２
	０
	６４

	日本インベストメント
	 ０
	０
	０
	０
	２３
	２
	２５


○　契約者の平均年齢　７６歳　平均契約額　４１万円　最大契約額　２００万円

３　勧誘行為の特徴
(1) 高齢者宅等に電話して「浄水器の点検とお掃除を無料でしています」などと言い、会社名や

浄水器の販売が目的であることを告げない。
(2) 訪問を承諾した高齢者宅等に設置してある浄水器を取り外し、持参した浄水器を取り付けて、
契約を断りにくくさせたうえで、「水を通したから購入して貰わなければ困る」等と言って、強引
に契約締結を勧める。
(3) 空気清浄機を勧誘した高齢者に、合理的な根拠が無いにもかかわらず「部屋の空気が汚れているから咽の痛みが出る」と告げたり、健康食品の勧誘では商品に効能があるかのように「特に首から上のものには何でも効く」と不実を告げる。

　(4) 高齢者宅を訪問した際、当該事業者の営業員が無言のまま浄水器を取り外し、新しい浄水器を取り付けて、取り付け後に代金を請求し、高齢者に不安を生ぜしめ、困惑させる。
	【問合せ先】
担　　当　消費生活部取引指導課　特別機動調査担当　松元、笹原
電　　話　０３－５３８８－３０８０、３０７３　内線２９－８７０，８３５


４  業務停止命令の内容
平成２２年８月１０日（命令の日の翌日）から平成２３年２月９日までの間（６ケ月間）、次の
行為を停止すること。
（１）法第２条第１項に規定する訪問販売の契約についてその勧誘をすること。
（２）上記（１）の訪問販売にかかる契約の申込みを受けること。
（３）上記（１）の訪問販売にかかる契約を締結すること。
５　業務の一部停止命令の対象となる主な不適正な取引行為
	不 適 正 な 取 引 行 為
	法の条項

	訪問販売をする際に、勧誘に先立って、その相手方に、当該事業者の名称や、浄水器の販売が目的であることを告げず「台所の浄水器のお掃除と無料点検に伺います」「浄水器の点検とお掃除を無料でしています」などと説明していた。
	第３条
氏名等不明示
販売目的隠匿

	売買契約の締結した際、当時は有限会社であったにもかかわらず、株式会社と表記した契約書面を交付し、更に代表者氏名が記載されていない契約書面を消費者に交付していた。
	第５条　

不備書面交付

	・売買契約締結の勧誘をするに際し、消費者宅の浄水器から、フィルターを取り出し「これはダメだ」と言って、新しい浄水器を取り付け、消費者が購入することを拒むと「もう水を通してしまったから買って貰わなければ困る、買ってもらえないならば、浄水器を会社に持ち帰り工場へ出すので５万円掛かる」等と契約が成立していないにもかかわらず、費用が発生するかのような不実を告げていた。

・消費者に、「近所で同じ浄水器を使っているお宅は、皆さん新しい浄水器に換えてもらった」等と告げ、実際には近所が新しい浄水器に換えた事実は無いにもかかわらず、不実を告げていた。

・空気清浄機を勧誘した消費者に合理的な根拠が無いにもかかわらず、「部屋の空気が汚れているから咽の痛みが出る」等と不実を告げていた。

・健康食品の販売では、「特に首から上のものには何でも効く」等と合理的な根拠が無いにもかかわらず、効能があるかのように不実を告げていた。
	第６条第１項

不実告知


	売買契約締結の勧誘をするに際し、消費者宅に無言のまま上がり込み、設置してあった浄水器を勝手に取り外し、持参した浄水器を取り付けて消費者に不安を生ぜしめ、困惑させた。
	第６条第３項

威迫、困惑


	売買契約の締結について勧誘するに際し、消費者の了承を得ずに営業員が持参した浄水器を取り付け、消費者が契約したくないと言っているにもかかわらず強引に勧誘を継続する、などの迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘行為を行っていた。
	第７条第４号・施行規則第７条第１号　

迷惑勧誘



６　今後の対応
　　業務停止命令に違反した場合は、行為者に対して法第７０条の２の規定に基づき２年以下の懲役又は３００万円以下の罰金又はこれを併科する手続きを、法人に対しては法第７４条の規定に基づき３億円以下の罰金を科する手続きを行う。

７　参考

　　埼玉県の相談件数　平成１７年度以降、過去６年間　８０件（平成２２年７月３０日現在）
　　埼玉県連絡先　埼玉県県民生活部消費生活課　事業者指導担当

　　電話　０４８－８３０－２９３３
参考資料　相談事例
事　例　１

平成２１年６月下旬、Ａ（８０代・女性）宅のドアのチャイムが鳴ったのでＡが玄関口先に行
き、「どちら様ですか」と何回か声を掛けたが返事がなかった。

ドアの前には誰かがいる気配がしたので、ドアを開けると３０歳代の体格がガッチリした薄茶
の作業様ジャンパーを着た大柄の当該事業者の営業員甲が、無言のまま手に浄水器を持って立っていた。
Ａは、「どちら様」と再び聞くと、営業員甲は無言のまま玄関から入って来て、靴を脱ぎＡの身体に触れながら突き飛ばす勢いで上がり込んできた。
営業員甲は、会社名、自分の名前、訪問の目的等は一切告げなかった。
Ａは驚いて立ち竦くんでいると、営業員甲は、台所に上り込んで来て工具を使い設置してあった浄水器を取り外し始めた。
Ａは何事が始まったかと、ドキドキする心臓を抑えながら「どちら様、何ですか」と声を掛けたが振り向きもせず無言のまま浄水器を取り外し、営業員甲は、持ってきた浄水器を取り付け始めた。
営業員甲は、１５分程で浄水器の取り外しと取り付けを終え、この間、Ａは、怖くて怖くて仕
方なく台所の椅子を営業員甲から少し遠ざけて座って様子を見ていた。
営業員甲は、浄水器の取り外し取り付けの作業を終えると、Ａの前に来て、いきなり「３６万
円」と言ってＡの前に手を出した。
Ａは、驚いて「家にそんな大金ありません」と答え、営業員甲に早く帰って欲しかったので｢明
日、取りに来てください。銀行からお金を下ろしておきます」と言うと、営業員甲は、持って来
来た契約書、下取り処分依頼書、訪問趣旨説明書等を記入しＡに署名させた。
事　例　２

平成２１年１１月下旬、Ｂ（７０代・女性）宅に女性の声で当該事業者から「浄水器の点検に伺います」と電話があった。

Ｂ宅には１０年程前、街の電器店で購入した浄水器が取り付けられており、この浄水器の点検
と思ったが点検の必要性を感じていなかったことから「東京の水は、いい水だから点検は結構です」と訪問を断った。
しかし、電話を掛けて来た女性は、何度も「浄水器には点検が必要だ」と言うので仕方なく訪
問を承諾した。
二日後の午前中、玄関の呼び鈴が鳴り、Ｂは玄関先に行くと、「浄水器の点検に来ました」と
言って２５、６歳の背広、ネクタイ姿の当該事業者の営業員乙が、訪問して来た。
Ｂが玄関を開けると、営業員乙はどんどん上がり込んで来て、たいした会話もないまま台所へ
行き工具を取り出し、Ｂ宅で使用している浄水器を取り外し始めた。
Ｂは、点検作業が始まったと思い様子を見ていると取り外した浄水器からフィルターを取り出
し「これはダメだ」等と言って、今度は、営業員乙が持ってきた浄水器を取り付け始めた。
１０分程で浄水器を取り付けると、蛇口を捻り水の出具合を調べていたＢは、営業員乙が勝手
に新しい浄水器を取り付けたので、営業員乙に「買うとは言っていないよ」と言うと「もう水を通してしまったから、買ってもらわなければ困る、３５万円」と言い、更に、営業員乙は「買って貰えないならば浄水器を会社に持ち帰り工場へ出すので５万円掛かる」等と言って修理代を請
求した。
Ｂが買わないと言ったことから、営業員乙は、会社に電話をして「１０万円の値引きの了解を
もらった」等と言った。
更に、営業員乙は「家に５歳の子供が居る」等と情を掛けて欲しいとしつこく勧誘した。
営業員乙がしつこく勧誘するので、Ｂは、浄水器の修理代５万円を出すのなら、１０万円引きの２５万円で浄水器を購入した方がいいと考え、営業員乙に浄水器を購入する旨の意思を伝えた。
すると、営業員乙は、その場で契約書を記入して、Ｂは、契約書の記載内容を確認しないまま１０万円引きの２５万円の契約と思い署名をした。
当日、Ｂは手付け金を入れて欲しいと言われ、３万円を支払ったが領収書は渡されなかった。
契約書作成時等でクーリング・オフの説明はなく営業員乙は、帰って行く際、「クーリング・
オフしないで下さい」等と言って帰って行った。
後日、Ｂの長男が立会いのもとクーリング・オフをした際、契約書の契約金額が３５万円に

　　なっていたことに気がついた。
事　例　３

平成２１年７月下旬、Ｃ（８０代・女性）宅の玄関のチャイムが鳴り、Ｃが玄関先に行くと
　　３０歳代の女（当該事業者の営業員丙）が立っており、「浄水器を点検に来ました。ご近所で同じ浄水器を使っている方々のお宅を点検で回っています。今、９軒のお宅を回り、Ｃさんが１０軒目で最後です」等と言い名簿の様なものを見せながら訪問して来た。
名簿には、確かに１０世帯くらいの住所と名前が書いてあり、点検を受けた近所の人も一緒に回っているような言い方をしていた。
Ｃ宅には数年前、近所の電器店から購入した電器メーカー製の浄水器が付いているので、この
浄水器の点検と思い込み台所へ通した。
営業員丙は、浄水器を点検する様子で水を出しながら、Ｃに浄水器の調子等を聞いてきた。
これに対しＣは、「たまに、少し濁ったような水が出る」と答えると「近所で同じ浄水器を使
っているお宅は、皆さん新しい浄水器に変えてもらった」等と言い、更に、営業員丙が持ってきた「この浄水器は、フィルターの交換がいらない」等と性能が良いことを説明した。
値段は、「３０万円くらい」と説明され、Ｃは、少し高いと思ったが営業員丙の話し上手に乗
せられ購入することにした。
営業員丙は、契約書等を書き始め、Ｃに、その書類等に住所と氏名を書かせ認印を押させた。
営業員丙から、クーリング・オフ等の具体的な説明はなかった。
営業員丙から浄水器は、「３０万くらい」と説明を受けたが、契約書には「３９６，９００円」
となっており４０万円近い値段だった。
次に、１２月初旬、７月に販売した浄水器の点検と言って当該事業者の営業員丁の訪問を受け
た。
営業員丁は、浄水器の点検を終えると空気清浄機の話を始め「部屋の空気が汚れてる」と言い
Ｃは、以前から咽の具合が良くなかったので「咽が悪い」と言うと「空気が汚れているから咽の
痛みが出る。この空気清浄機を使えば良くなる」と言い空気清浄機の購入を勧めた。
また、営業員丁は、「家が大きいので空気清浄機は、居間だけでは効果がない。和室にも置か
ないとダメです」と言い２台買うよう勧め、持って来た箱から空気清浄機を取り出し１台は居間
に設置し、もう１台は和室に設置した。 

値段は、２台で８３万円と言われ、高いと言うと２台分で１８万円引きをすることになり、合
計６５万円の契約書をしたが、クーリング・オフ等の説明はなかった。
営業員丁は、契約書のほか２、３枚の書類を作り、Ｃに署名と印鑑を押させた。
次に、本年２月初旬、当該事業者の営業員戊が「７月に購入してもらった浄水器の点検」と言
　　って訪問して来た。
営業員戊は、てきぱきと浄水器の部品を取り外し、中の黒ずんでいたスポンジ様のものを交換
した。
　　浄水器の点検が終わると健康食品について説明をし、この健康食品を薬であるかの様な説明を
した。
Ｃは、首に違和感があるので、そのことを言うと、営業員戊は、「特に、首から上のものには、
何でも効く」等と説明した。
Ｃは、６箱で計３３万円分を購入することになり営業員戊が契約書等を書き、この他、訪問趣旨説明書、確認書に署名と認印をするよう言われ署名と認印を押したが、クーリング・オフ等の説明はなかった。


















